
名取郡茂ケ崎時代 名取郡岩沼時代 仙台市原町時代 名取，古川，岩出山時代 現在（再編整備）
明治36.4～大正10.3 大正10.4～昭和28.10 昭和28.11～昭和48.3 昭和48.4～平成13.3 平成13.4～
(1903～1921年) (1921～1953年) (1953～1973年) (1973～2001年) (2001年～)

宮城県 宮城県立農事試験場 宮城県立 宮城県立農業試験場 宮城県農業センター　(昭和48.4～平成13.3) 宮城県農業・園芸総合研究所(平成13.4～　)
農事試験場 (明治41.4～大正3.3) 農事指導所 (昭和21.4～48.3) 宮城県古川農業試験場(昭和48.4～　　　　) 宮城県古川農業試験場
(明治36.4 (大正4.4～昭和19.3) (昭和19.4 宮城県園芸試験場　　(昭和48.4～平成13.3) 宮城県畜産試験場
～41.3 ～21.3) 宮城県畜産試験場　　(昭和48.4～　　　　)

宮城県原種苗センター(昭和49.4～57.8)
(大正4) (大正10) (昭和48) (平成13)

＜再 興＞ ＜本場建設移転＞ ＜新試験場建設移転＞ ＜試験場の独立＞ ＜再編整備＞

(組織拡充)
県立農事試験場 県立農事指導所 県立農業試験場 農業センター

(昭35) (昭57)

(昭41) (昭52)
(平13.4統合)

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
開発部
(平31.3廃止)

(大14) (昭48独立)

(平31.4改変) (令8.4改変)

(大7) (大10)

(昭5)

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
開発部

(昭48閉館) (平元新設)
(大15)

農業センター
原種苗部

(明治44・西大崎) (昭28) (昭36) (昭49独立) (昭57) (平元～12) (平31.4)
凶作防止指定試験

(昭10) (昭23) (昭28) (昭48) (亘理町) (平19.4) (平21.3)

(昭48)

(昭48)

(大10創立) (昭28改称) (昭48独立)

(昭52)

(平31.4改変)

(昭28新設) (昭48独立)
(合併)

(大10・白石)

(昭53) (昭61)

(昭28新設) (昭45独立) (平20.4再編)
(平13.4統合)

(大7) (大11)

古川農業試験場

(廃止)

施設園芸部

露地園芸部

(古川農業試験場へ)

秋保たばこ試験場

仙台果樹試験場

(昭56.3廃止)

(昭56.3廃止)

栽培部

環境部

野　菜　部

花き・果樹部

園芸環境部

家畜第２部

草地飼料部

研究第１部

研究第２部

研究第３部

古川農業試験場

試験研究部

酪農肉牛部

種豚家きん部

草地飼料部

水田利用部

土壌肥料部

作物保護部

作物育種部

畜産試験場
畜産試験場

水田営農部

作物育種部

作物栽培部

作物環境部

岩沼分場

愛子試験地

古川分場

畜産部

土壌肥料部

作物保護部

農機具部

事務局

広報室

農業経営部

庶　務

種芸部

(昭和19) (昭和21) (昭和28)

総務部

農産部

園芸部

水稲原種圃

病虫部

廃 止

(大正3)

＜創 立＞

(明治36)

農事試験場

宮
城
県
立
農
学
校
へ
業
務
移
管
・
原
種
圃
は
宮
城
県
農
会
継
承
経
営

林業部

岩沼試験地(大14.3廃止　分場へ継承)

農業・園芸総合研究所

林業技術総合センター林業試験場

蚕業試験場

分　場

園芸部

斎藤報恩農業館

化学部 農芸化学部

原蚕種畜場

県種畜場

愛子試験地 愛子原種圃

土壌肥料部

作物保護部

営農機械部

酪農肉牛部

草地飼料部

種豚家きん部

家畜第１部

＜平11.3東大崎へ移転＞

育種部

栽培部

事務局 総　務　部

企画調整部

情報経営部

園芸環境部

企画教育部 企画調整部

農産部

園芸試験場

蚕業部 情報経営部へ

総務部

＜農産部へ＞

企画調整部

総　務　部

(ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ開発部
へ，主要農作物原種
事業は岩沼駐在)

情報経営部

園芸栽培部

原種苗センター

愛子特作試験地 (昭51.3廃止)

みやぎの農業試験研究機関の変遷


